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唐詩に詠じられた困窮せる農民像
一一麿代、農業詩グ簡介
古 ) 1 末
The destitute peasant described by poet in TA問 dynasty



























民出版社， 1994年)第 6巻131pでは，この詩は，張籍が自ら創作した新楽府というが， r楽府詩集jには1](
106 
めない。
















































秋深橡子熟，散落捺燕践。 秋深く 橡の子:熟し，榛荷主シンブの潟村に 散落す。
{防長黄髪始l，拾之践1良箱。 f区飯けたる 寅髪の蝿才ウナ，之を拾って 長アサの霜を践7む。










本でも縄文人の常食だった。 1証主a''I本巻14には「橡の実， I床は苦しjというが，中国でも f列子j
































終拐美飯食，終歳好衣裳。 終朝 美ウマき飯食，終歳 好ヨき衣裳。
(自民易集室主校/巻4/識諭4/1v241p)
〔ニ〕




































































































































































































































































































































18会主喜 一> n討会安j，J二ili~ r~î ~iiI出版社， 1991年
1995主ド




[2J布日i'}j、以・架係主主gj 1誌の燦史4F1~j mf;rij~国講談社， 1974年， 307p 
この!，Y，lf会安 ，こ絞せる上i:frt文は， r全}訂文j巻304I谷宗にとってi待政を論じるの疎jでは，れ流亡の人
は， Nii!~旅を愛して桑将を忘るるにゴドざるなり。数 v/ill< 役エキ i!i~ ンキりにして，家i直iEに空となり，隣íli.に盗速
して， :8主にj些人と為るj となっている。
[4J )ilf代淡業詩筒介:兆二として「徴税役人におびえる炭民たち 唐詩にみるjを，まもなく発表の予定である。
